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人間理解（ヨハネ1：9-12）
　
今週、全世界に激震が走りました。英国が、EUを離脱することになって、世界中が大騒ぎになり、これからしばらくこの激震は続くようになると思います。そのようになった背景に、様々な複雑な理由などがあるようですが、その一つが、高い理想をもってEU連合を作り、グローバル化を目指していたのですが、それが限界にぶつかりそれぞれの利益と安全を守るためにナショナリズムの方に回帰するような理由が一つ背景にあったそうです。そういうことによって不利益を見る側の方からテロに走るのではないかと心配する専門家の方々もいらっしゃいました。結局、どちらがいいか悪いかというよりは、人間の理解に対して少し欠けている部分があったのでそうなってしまったのではないでしょうか。また、小さく縮めてみると、今学校内でいろいろないじめの問題がテーマになり解決できないまま悩んでいる状態です。いじめる側も心が病んでいるし、いじめられる人も結局、それに耐えられなくていろいろな方向に飛んでいくようになります。そのいじめという問題も結局は、子どもなのかどうかは別にして、人間の理解が間違っている結果、そのような現象が現れるのではないでしょうか。
このような中で、私たちクリスチャンは正しい人間理解をもって、まず自分自身が正しい人間として回復し、自分がしっかりと行かされて、その結果、そのように悩み、苦しみ、さまよっている人々を生かす存在として残りの生涯を歩いて行かないといけないと思います。そのための一番大切なポイントが、正しい人間理解です。皆さんは、人間のことをどのように理解していらっしゃるのでしょうか。様々な理解があり、いろいろな理論があり、いろいろな見解があると思います。しかし、私たちはやっとわかるようになりました。人間とはどのような存在なのかということに対して聖書を通して、神様からの教えによって，やっとわかるようになった唯一の存在です。ですから、皆さんに実はこの混沌としている世の中、世界の希望が託されているということを改めて覚えていただきたいと思います。何を食べるか、何を飲むか、そこら中の人々と同じ動機、同じ方向性をもって走っていてはいけません。私たちは違う存在です。自分が生かされて、他の人々の正しい人間回復を助ける主人公として召されている方であるし、そのような人生の方向性をもって歩いて行かないといけません。年と関係ありません。しかし、できるだけ小さい頃にその方向性がしっかりしていれば、残りの人生を無駄遣いせず尊い人生を歩けるのではないかというお話です。だから、レムナント、レムナントと叫んでいるのです。大人の方々も今でも遅くありませんので、何のために自分は存在し、なぜ自分は生きているのかということに対して、クリスチャンとしての答えをしっかりと出して祈り始めていただきたいと思います。神は年などに邪魔されずに、制限されない全能なる方ですから、必ず神のみわざを、私たちの理解をはるかに超えた、まるでペテロが刑務所に入れられているのに、周りに見張りの人がいるのにもかかわらず、まったく気づかれずにその刑務所から出たような神のみわざは、御使いを通して皆さんが歩いている人生の歩みに現れるようになります。それを人々は奇跡と呼びますが、奇跡ではなくて当たり前なクリスチャンとして見るべき奇跡です。何のために生きているのか。そのために人間理解に私たちは聖書を通してしっかりと立っていないといけないと思います。今まで皆さんがどのように思っていたのか、今現在も周りから人間に対してどんな見解を述べているのか、いろいろあるでしょうが一切そういうことと関係なく、聖書には人間のことをこのように教えています。
すべての人間は尊い存在だと。最初から存在自体がもう尊い者なのだと。なぜかというと、人間は最初から創造主神様によってつくられたのですが、つくられたときに神のかたちにつくられたからなのです。神のかたち、それが人間の定義です。世の中ではそのような人間の定義は見当たりません。神様をまったく根底から否定する世界ですから。生まれたときからそのような本能をもって生まれるようになります。それを罪と言います。しかし、本当は人間というのは、創造主の神によってつくられた脾臓仏です。しかし、被造物でありながらこの万物、他のすべての被造物と最初からまったく異なる神のかたち、神がともにおられる存在、つまり、霊的な存在としてつくられました。それが人間です。動物の延長線上に人間がいるかのような理解は間違いです。人間は最初から動物とは、他の被造物とはまったく違う聖別され区別されている存在です。そのような理解がないのでお互いに殺し合い、憎みあい、いろいろな悲しいことが起きるわけです。正しい人間の理解が何より求められるし、クリスチャンの私たちには理解できないので、私たちがしっかり理解して祈り始めないといけないと思います。人間は神のかたちにつくられたので、何をどうするかの前に存在そのものが最初から動物とは異なる尊い存在です。神様は最初から人間を祝福されました。だから、人は尊い存在です。人間は、神に祝福されたものです。しかも特別な祝福です。それが何かというと、神様は人間に幸せ、幸福という祝福を与えられました。神のかたちであること自体がもう幸福です。人間だけが幸せになれる特別な権威が与えられている存在です。他の動物には、幸せなど感じることはないし、そのような祝福は与えられていません。人間は幸せになれる権利のある唯一の存在です。神がともにおられ、その神様を信じる信仰が持てる存在だからこそ幸せになれるのです。神様に感謝をささげる、神様がどういう方なのか分かってその神様を礼拝することができる、そこに幸せというものがあります。だから、人間を理解するときに、人間は幸せな存在であり、幸せになれる特別な権利が許されている者です。
そして、人間というものは、神様から他の被造物にはない祝福が与えられています。それが何かというと、まことの安らぎ、まことの平安というものです。動物には平安という概念がありません。人間だけが許されている者です。これが実は人間が勝利するための背景になります。だから、人間を正しく理解しないといけません。人間だけが平安を味わい、それを武器にして神の栄光を現すことができる唯一の存在です。人間はただ食べるために、仕事するために、自分の欲を満たすために生きる動物的な存在ではありません。神のかたちであることをぜひ覚えていてください。だから、どんなにすべてを所有していたとしても、人間はそれによって幸せになれるような存在ではありません。神がともにおられる、神のかたちであるがゆえに人間は幸せです。そして、その神様が背景になるので、完全なる神のみわざがバックになっているので、人間だけが平安になる安らぎを味わえるものです。それが人間に与えられている祝福であり、特別な権利でもあります。それが人間です。それから、神様は人間にそういうことをもってまことの神様に礼拝をささげることができる祝福を与えられました。だから、礼拝をささげることができるのは、人間以外にはありません。どんなに賢い動物であってもかわいいかもしれませんが、神様に礼拝をささげる他の被造物は宇宙に存在しません。人間だけに許されている祝福です。その礼拝を通して神様からの力をいただき、何のためにどこに向かって歩いて行くべきなのか方向性が示されたり、神さまとの交わりができる存在です。これが人間です。でも、今までは私たちは生まれてこういうことに気づくまではそのような人間理解というのは全くなかったのではないでしょうか。何を食べるか、何を飲むか、何を着るか、それを心配するしかなかったのではないでしょうか。どうすれば競争によって他の人より前に立つのかということばかり考えていたのではないでしょうか。そこにまるで人間らしさというものがあるかのように思って。しかし、実はそうではありません。人間は、神のかたちであり、そして、神様から特別な祝福をいただいているものなので尊い存在です。
それから、最後に、人間は本来、自分の欲望ややりたいことのために生きる存在ではなくて、神様から使命が与えられている者です。それが生きる理由です。だから、単なる自分の願いのために生きる存在ではなくて、神の尊い使命が生きる理由である存在なので人間は尊い存在です。実は、人間が生きる一般的な理由は、この本来の理由から考えたときには動物的な理由です。よくよく考えて見てください。だから、ぶつかり合い殺し合い戦うしかありません。それから、少し人間的な理由があるかもしれません。神様とは全く関係ないことが生きる理由でしょうが、しかし、本来の人間というのは神の理由によって生きる存在です。それを使命といますが、それを全部大きくまとめると、人間が生きる理由、使命は、自分の人生を通して神の栄光を現すことです。そのような使命が与えられていて、そのために生きる存在なので、すべての人間は尊い存在です。神様は人をつくられ祝福されて、このようにおっしゃいました。生めよ、増えよ。地を満たせ。地を這うすべての生き物を支配せよとおっしゃいました。それがどういうことなのでしょうか。人々が神の代理になってこの被造物、万物を治めることによって、神の栄光を豊かに現すということです。それを祝福として私たちに命じられました。それが人が生きる理由です。使命です。私たちが普通に考えている人間、それが本来の人間ではありません。このような尊い存在である人間なのに、これがすべて壊れていくようになります。だから、まず皆さんが人間を正しく理解するためには、すべての人間は差別がありません。すべての人間は、皆尊い存在です。しかし、ご存知のように、サタンにだまされ神様に罪を犯すことによって一人も例外なくすべての人は罪人になりました。これが人間の理解です。尊い存在だったのに、罪によってすべての人は罪人になってしまいました。これには皆が尊いと言うときに差別がない、差がないのと同じように、すべての人が罪人になったということにも差別がありません。例外がありません。人の能力は異なります。才能もそれぞれ違います。しかし、能力や才能などと一切関係なく，すべての人が同じ罪人です。年も関係ありません。子どもなのかおじいさんなのか関係なく、人間であればすべての人間が罪人なのです。その人の行いは、一般的な基準から見たときに、良いな、悪いな、ひどいな、優しいなと、いろいろあるかもしれません。その行いがどうなのかも一切関係ありません。すべての人間は一緒に罪人です。人種の問題は時代が変わっても変わらないでずっと続いているのですが、人種がどう違うのか、民族や国がどう異なるのかとは一切関係なく、すべての人間はみな罪人です。時代が変わって、時間が流れていてもそれと関係ありません。200年前の人間と2000年前の人間と、今現在を生きる人間もみな一緒に罪人です。一緒です。世の中ではそういう理解がありません。だから、今までの人間の理解で振り回されてはいけません。ひとまずそれを全部下してください。「そうではなかったのだね。間違いだったのだね。それによって余計な苦しみなどが会ったのだね。人につまずいていたのだね」。これを下ろしてください。キリスト、イエスの前に立って正しい人間理解、それによって正しい人間を回復しないといけません。みな一緒です。

聖書には、最初から最後までそのお話ですが、特にそれが明確に示されているところがローマ１章～３章です。あとで読んでみてください。ローマ１章が何かというと、当時、ユダヤ人以外の世界中のすべての民族を異邦人と言います。その異邦人がどれほど罪人なのかに対して詳細に書かれています。もう逃げ道もないし、滅びるしかないし、もう滅びているし、地獄に行くしかない存在だという説明です。それから、ローマ２章が何かというと、神様に選ばれて選民だと自負していた、律法をいただいていたイスラエルの人、ユダヤ人はどうなのかという話です。有利な条件はありましたが、結局、ユダヤ人も地獄に行くしかない同じ罪人ではなかったのかという説明です。今ここで詳細にお話しする時間はありません。後で読んでみてください。ユダヤ人も異邦人も皆罪人で、義人はいない。ひとりもいない。この内側から出るものは悪の他には何もなかった。それがユダヤ人も異邦人も同じだ。人間的には優しい人間、ひどい人間がいるかもしれませんが、本当はみな一緒です。その結論が、ローマ３章です。ユダヤ人は友理奈条件があったのですが、結局、一緒だったのではないか。それでローマ3：9-18で結論を話して、全部まとめた内容がローマ3：23、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。「なぜあの人間はあのようになるのだろうか」とこれからは思わないようにしましょう。すべてが一緒です。また、行いの面において、自分は犯していない、誰かは犯している。だから、私はあの人とはちょっと違う、偉いと思うことも、これからはやめてください。人間理解で一番大切なのは、すべての人間が尊い存在であると同時に、すべての人間がひとりも例外なく罪人なのです。
それで聖書が言いたいのは、だから、すべての人、ひとりも例外なくすべての人は、福音が絶対的に必要な存在なのです。相対的に福音が必要なもの、そうでない人間、そうでない民族、そうでない時代が別々にあるわけではない。絶対的なのです。ひとりも例外ありません。この国のために自分のいのちをささげた偉い偉人であっても、今ホームレスで物乞いをしているような人間であっても、福音が絶対的に必要なのです。どの人間でも福音が必要ではない人間はいません。精神的に病んでいる人だけが福音が必要なわけではありません。その人に薬をあげる精神科のお医者さんも福音がないといけないのです。これが人間理解です。今までの人間理解、全部壊してください。神様は、最初から福音を与えられました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕いて、そのためにかかとを噛みつかれて、贖いの犠牲のいけにえになることによって悪魔、サタンの頭を踏み砕いて勝利される、そこにしか希望はありません。誰がでしょうか。すべての人間がそうです。他には方法がありません。勉強をするから変わったり、文明が発展するから変わったり、どこかで修業をするから変わったりということはありえません。それは人間理解が間違っているから、余計なところに目が奪われて、余計なところに神経が奪われるだけのことであって、本当のことが分かれば一直線、福音以外にはありません。神様は、最初から福音の他には希望として、答えとして何も提供したことはありません。キリストの他にはありません。そして、このキリストが世に来られました。その方がイエス様なのです。主は生ける神の御子キリストです。そして、キリストであるイエス様が、この罪人でありどうしようもない地獄に行くしかないすべての人間が、尊い存在に回復することのために身代わりとして十字架にかけられてそのすべてを成し遂げられました。ヨハネ19：30を見ると、イエス様が十字架ですべてを完了したと宣言されます。そして、それが本当にすべて終わったという証拠として、死者の中から３日目によみがえられました。マタイ28：６には、そのイエス様がよみがえられたということが述べられています。そして、使徒2：11、弟子たちにすべてをお話しされて天に昇られて、またあなたがたが見たときと同じ有様で再び来られるという約束の素で天に昇られました。今も歴史を動かしていらっしゃるのです。これが福音です。この天に昇られて、十字架にかけられて、約束し来られて十字架にかけられ復活なさって天に昇られたイエス様が必要なのです。このイエス様を信じるときに、私たちは罪人から神の子どもに変えられ尊い人間として回復するようになるのです。今日の聖書の箇所は、そのお話をしています。光として世に来られて、皆が暗やみの中にいるのに、その光を受け入れるかそうでないかによって人間は分かれるのだと。地球にものすごい種類の人間、人種が生きているのですが、それは正しい理解ではありません。

これからの人間の理解は、今日の聖書に基づいて、また人間がどんな存在なのか正しく理解することによってこのように変わります。地球の上には、２種類の人間しかいません。肌色がどうなのか、国籍が日本なのか韓国なのかアメリカなのか。それは人間の分け方ではありません。すべての人は神のかたちです。と同時に、すべての人は罪人で福音を絶対的に必要とする存在です。そして、イエス様がキリストとしてそのすべての救いのみわざを成し遂げられました。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、イエスを信じる者は、救われることになっています。イエス様がよみがえられた以来、人間は２種類しかありません。そのキリストなるイエスの中にいる者なのか、そのイエスの外側にいる人間なのか、この２種類しかありません。どうすればイエスの中にいることができるのでしょうか。何も要求せずに、今日の聖書にも受け入れた人々、すなわちその名を信じた者には、神の特権が与えられる。このイエス様をキリスト、救い主、福音として心に信じて受け入れる者は、だれであれイエスの中にいるようになるし、光の中を歩くようになるし、神の子どもに変えられます。ただの神の子どもではありません。神の子どもになる特権、特別な権限、権利を持つ存在に作りかえられるようになります。そのような人間が一つの種類、そして、もう一つはイエスの外側にいる者、イエスが来たのに受け入れることがない。ヨハネ3：18には、その人はもうすでに裁かれているとあります。そのような人種がいるだけです。つまり、イエスの福音が必要な存在、イエスの福音の中に入っている存在、その2種類しか地球には存在しません。イエスの福音の中に入っている存在、その2種類しか地球には存在しません。同じ日本人でも、日本人と訳ないで、イエスの中にいる者なのか、そうではないかと分けるわけです。これが人間理解です。家族でも同じです。お父さん、娘、大事にしないといけません。しかし、クリスチャンの心の中では、イエスの中にいるのか、イエスの外側にいるのか。福音の中にいるのか、福音を必要としている存在なのか。この分け方しかないということをぜひ覚えてください。ですから、キリスト、イエスの中にのみ、まことの人間の回復があるということを覚えていただきたいと思います。誰でもキリスト、イエスを受け入れた者、その中にいる者は、どのように人間を回復するのかというと、永遠のいのちを持つようになります。つまり、神から離れていたものが、神様がその人の内側に入って来られて永遠にともにおられる存在、そこに真の安らぎがあります。すべて疲れて重荷を負っているものは、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませます。このまことの安らぎの主人公になり永遠のいのちを持つ、これがまことの人間回復なのです。その時に、ローマの手紙8：15に書いてあるように、創造の神様を「アバ。父」と呼ぶ存在に変わります。つまり、それは神様との間のすべての壁が全部崩れるのです。それこそが人間の回復です。そうなるので、神のすべての祝福がその人のものになります。それがアバ父と呼べるという特権です。イエスの中にいると、そのような人間に回復されるようになるし、その結果、今まで何を食べるか何を飲むか何を着るかをテーマに生きてきたそのテーマを捨てて、神の国と義を求める人生に変わります。これがまことの人間回復です。どんなに真面目に熱心に成功したとしても、それは人間回復ではありません。神の栄光のために、使命のために生きるということが人間回復なのですが、それはイエスの中にのみあるものです。そして、そのすべての結論が出ているのでこのような戒めが当てられて、それを守るようになります。互いに愛し合いなさい。その戒めを守っていくというのが人間回復です。そして、最終的にいつ死んでも天国に迎え入れられるように保障されるようになります。ピリピ3：20に書いてあります。そのような保障の中で残りの生涯を希望のうちに歩くようになる、これこそが人間回復です。これなしで人間回復というのは、本当の意味で更生は期待できません。これがキリスト、イエスの中にあるものです。これから正しい人間理解をもって、人に対してこれから差別もせずに、また誤解もしないようにしましょう。差別することは何もありません。それから、誤解もありません。人間的に偉いから偉い、そうでないからだめというのも誤解です。正しい人間の理解、2種類しかありません。
それで私たちクリスチャンが先に、自分は正しく人間回復したものなのだという確信と自負を持ってください。足りない部分がいろいろあるかもしれません。でも、私こそが人間なのだ。回復している人間なのだ。そして、その回復の内容を見て、確信を持って、しかし、これが実際的にまだ私に現れていないけれども、このように回復している者だ。これに私は合わせていこう。これを祈ってください。実際的に自分の内側で回復できるように。まず正解があって、私はこういう存在だと喜んで、刻印戦争によって自分の内側で実際的に回復していくようにする、それが祈りです。ぜひやってください。皆さんが人間回復の祝福を味わっていないと、他の人を人間回復の祝福に導くのは無理ではないでしょうか。皆さんは、イエスの中にいる者なのです。だから、回復されています。
そして、それを味わいつつ、まことの人間の回復、その主人公としての核心を持って祈ってください。それが伝道者という意味です。皆さん、全員が伝道者であり、伝道者になれます。まず、皆さんが回復しているわけですから。そうではないかのような思い、それは全部退けて実際的に私はこのように回復しているのだ。また、こういう方向、このようなモデルをもってそれに合わせていくべきなのだと祈ってください。皆さんに必ず人間回復の喜びと他の人を正しい人間として回復させる祝福を味わうようになるでしょう。
祈り)

恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちが生きている間に、人間にぶつかり、人間につまずき、また人間関係による様々な悩みを抱えて、その前で崩れ落ちる時が多くありますが、それは聖書に基づいて人間を正しく理解するための機械であると受け止めて、キリスト中心に正しい人間理解をもって自分が回復できて、他人を回復する尊い人生を歩くことができるようにしてください。差別も誤解もないように、人間につまずかないようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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